
ＪＡしまね 自己改革取組宣言 
 

ＪＡは、農畜産物の販売事業のほか、信用事業、共済事業などの様々な事業

を、営農相談やくらしの相談活動などを通じて総合的に結びつけ、農業振興や

地域づくりに取り組んでいます。「総合事業」として実施しているからこそ、

ＪＡの経営基盤が安定し、組合員の負託に応えることが可能となっています。 
 

また、人口減少や高齢化が進むなか、ＪＡの各事業・サービスの提供による

生活インフラ機能の発揮と、「食と農」、「助け合い」の視点から、組合員だけ

でなく地域住民の方々にも参加いただく「ＪＡくらしの活動」の展開が、ます

ます重要なものとなってきています。 
 

近年、農業者である正組合員に加え、ＪＡの事業を利用し、ＪＡの理念・活

動に賛同いただける地域住民の方々の准組合員加入が増えています。准組合

員の立場から、ＪＡ、農業者が進める「食の安全・安心」の取り組みを「地産

地消」という形で後押しするとともに、ＪＡが行う各組織活動への参加によっ

て、地域農業を支える「農業振興の応援団」となっています。正組合員と准組

合員の一人ひとりが力を合わせ、地域の農業とくらしを支えあっているので

す。 
 

こうした環境・背景を踏まえ、ＪＡしまねは自己改革の３つの基本目標の実

現に向けて、組合員の皆さまとともに、以下のとおり組織をあげて取り組みを

進めてまいります。 

記 

 

１．農業者の所得増大、農業生産の拡大、地域の活性化に取り組みます。 
 

２．協同組合の原点に立ち返り、組合員の皆さまとの話し合いを、より一層

深めていきます。 
 

３．これまでも、これからも、ＪＡしまねは総合事業を展開し、地域にとっ

て、なくてはならない組織であり続けます。 

以上 
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